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新
年
、明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

２
０
２
１
年
の
新
春
を
皆
さ
ま
と
と
も
に

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
、心
か

ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
世
界
的
な
感
染
拡
大
を
受
け
、予
定

さ
れ
て
い
た
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が
延
期
に

な
る
な
ど
、経
済
活
動
や
市
民
生
活
に
甚
大

な
影
響
が
及
ぼ
さ
れ
た
年
で
し
た
。市
民
の

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、長
期
間
に
わ

た
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
た
め
、外
出
の
自
粛
や
施
設
の
休
業
な

ど
、多
大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、現
在
も
懸
命
に
ご

尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
医
療
関
係
者
の
皆
さ

ま
を
は
じ
め
、社
会
機
能
を
維
持
す
る
た
め

に
、福
祉
、イ
ン
フ
ラ
運
営
な
ど
の
各
分
野
に

お
い
て
、事
業
を
継
続
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

さ
ま
に
は
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。市

民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、マ
ス
ク

の
着
用
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
な
ど
、

新
し
い
生
活
様
式
を
実
践
し
て
い
た
だ
き
、

引
き
続
き
感
染
予
防
に
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

私
は
、17
年
４
月
に
市
長
に
就
任
し
て
以

来
、「
人
口
減
少
対
策
」「
産
業
振
興
」「
地
域
医

療
の
充
実
」「
教
育
振
興
」「
健
康
な
ま
ち
づ
く

り
」「
安
全
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

「
効
率
的
な
行
財
政
運
営
」の
７
つ
に
力
を
注

ぎ
、ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。21
年
度
は
、「
病
院
改
革
」「
教
育
改
革
」

「
行
財
政
改
革
」の
３
つ
の
改
革
を
柱
に
位
置

付
け
、さ
ら
な
る
具
現
化
を
図
る
と
と
も
に
、

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
理
念
の
下
、市
街
地
と
地
域
拠
点
の
活

性
化
に
向
け
て
立
地
適
正
化
計
画
の
策
定
に

取
り
組
み
、高
齢
者
や
子
育
て
世
代
に
と
っ

て
も
、快
適
で
機
能
的
な
住
み
や
す
い
、持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
に
つ
い
て
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
は
い
よ
い
よ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小

説「
お
か
え
り
モ
ネ
」の
放
送
が
開
始
さ
れ
ま

す
。ま
た
、長
沼
を
会
場
と
し
て
行
わ
れ
る
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
ボ
ー
ト
競
技
の
事
前
合
宿
や
21

年
度
か
ら
使
用
さ
れ
る
小
学
４
年
生
の
教
科

書
に
８
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
登
米
町
が
掲
載
さ

れ
る
こ
と
な
ど
を
通
じ
、登
米
市
の
魅
力
が

全
国
に
発
信
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、観
光
振
興

や
地
域
活
性
化
、関
係
人
口
の
拡
大
や
移
住
・

定
住
の
促
進
な
ど
、地
方
創
生
に
し
っ
か
り

と
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
が
市
政
の
か
じ
取
り
を
担
わ
せ
て
い
た

だ
い
て
か
ら
、間
も
な
く
４
年
が
経
過
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
、市
民
の
皆
さ

ま
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、一
歩

一
歩
着
実
に
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。今
後
も
、効
率
的
で
効
果
的

か
つ
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ

う
、市
民
目
線
を
持
ち
、創
意
工
夫
で
課
題
解

決
に
努
め
、本
市
の
将
来
像「
あ
ふ
れ
る
笑
顔 

豊
か
な
自
然 

住
み
た
い
ま
ち 

と
め
」の
実

現
に
向
け
、取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、新
し
い
一
年
が
皆
さ
ま
に
と
り

ま
し
て
希
望
に
満
ち
、健
康
で
笑
顔
あ
ふ
れ

る
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
し
て
、新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

登米市長

熊谷 盛
も り

廣
ひ ろ

新たな未来につなげる思い
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「心のオンライン」炎
ほむら

を灯す議会として

登米市議会議長

及川 昌
ま さ

憲
の り

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

期
待
に
夢
を
膨
ら
ま
せ
迎
え
た
新
時
代
令

和
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
猛
威
に
さ

ら
さ
れ
る
と
は
、誰
し
も
予
想
で
き
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

盆
と
正
月
は
ふ
る
さ
と
に
帰
り
、家
族
や

親
戚
、友
人
と
過
ご
す
。ふ
る
さ
と
に
住
む
私

た
ち
も
家
族
や
親
戚
の
帰
省
を
首
を
長
く
し

て
待
っ
て
い
る
。コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り「
帰
っ
て

お
い
で
」と
言
い
出
せ
な
い
。「
帰
り
た
い
け

ど
、万
が
一
う
つ
し
て
し
ま
っ
た
ら
」と
帰
省

を
控
え
る
。ふ
る
さ
と
を
出
て
頑
張
る
皆
さ

ん
が
、堂
々
と
家
に
帰
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。

そ
ん
な
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

あ
る
町
で
は
発
熱
外
来
セ
ン
タ
ー
を
誘
致

し
、あ
る
市
で
は
帰
省
す
る
学
生
に
、無
料
で

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
し
た
り
、帰
省
を
控
え

る
学
生
に
地
元
の
コ
メ
や
手
作
り
マ
ス
ク
を

送
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
取
り

組
み
が
、コ
ロ
ナ
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
、都

市
部
と
地
方
の
間
に
で
き
た
壁
に
穴
を
あ
け

る
試
み
と
な
り
ま
し
た
。真
に
地
方
の「
自
ら

力
」の
発
揮
で
す
。心
が
伝
わ
り
ま
す
。心
の

オ
ン
ラ
イ
ン
で
す
。

　

一
方
で
、高
齢
化
が
進
む
ふ
る
さ
と
。高
齢

者
の
社
会
的
孤
立
は
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。誰
か
と
一
緒
に
見
る
、聞
く
、作
業

す
る
な
ど
同
調
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ

く
り
が
不
可
欠
で
す
。人
口
は
密
だ
が
人
の

つ
な
が
り
が
希
薄
な
都
市
部
に
対
し
、人
口

は
ま
ば
ら
だ
が
人
と
の
つ
な
が
り
が
密
で
あ

る
地
方
。そ
の
価
値
を
し
っ
か
り
磨
い
て
い

く
こ
と
が
、コ
ロ
ナ
時
代
の「
持
続
可
能
な
地

域
社
会
」を
作
る
根
っ
こ
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

国
と
地
方
の
関
係
を
対
等
・
平
等
と
す
る

地
方
分
権
一
括
法
の
施
行
か
ら
20
年
が
過
ぎ

ま
し
た
。地
方
分
権
の
進
展
は
、そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
特
性
を
大
切
に
、個
性
あ
る
独
自
の

政
策
を
推
し
進
め
る
た
め
の
地
方
主
権
へ

の
大
転
換
で
す
。地
方
自
治
体
の
政
策
力
量

が
問
わ
れ
る
と
と
も
に
、結
果
に
対
し
て
重

い
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。本

市
は
合
併
し
て
15
年
。各
町
の
現
状
は
ど
う

な
っ
た
の
か
。こ
の
ま
ま
で
本
当
に
良
い
の

か
。そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
個
性
、特
性
は
生
か
さ

れ
て
い
る
の
か
。し
っ
か
り
検
証
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
、と
め
青
年
会
議
所
と
登
米
市
議
会

が
共
催
で
、市
内
９
町
の
子
ど
も
た
ち
と

「
子
供
議
会
」を
行
い
、登
米
市
が
誕
生
し
た

２
０
０
５
年
生
ま
れ
の
中
学
生
が
参
加
し
ま

し
た
。学
校
行
事
が
大
幅
に
縮
小
さ
れ
る
中
、

中
学
生
は
ど
ん
な
思
い
で
過
ご
し
て
い
る
の

か
と
て
も
心
配
し
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、彼

ら
か
ら
は
、登
米
市
の
問
題
・
課
題
を
捉
え

た
提
言
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
で

あ
っ
て
も
、現
在
と
未
来
を
し
っ
か
り
見
つ

め
、静
か
に「
心
を
燃
や
し
」進
も
う
と
し
て

い
ま
し
た
。

　

登
米
市
議
会
も
登
米
市
の「
九
つ
の
柱
」に

磨
き
を
か
け
、た
く
ま
し
く
し
て
い
く
こ
と

が
、市
政
20
周
年
へ
歩
み
を
進
め
る
政
治
の

仕
事
で
す
。地
方
主
権
の
原
点
が
そ
こ
に
あ

り
ま
す
。本
市
に
暮
ら
す
人
々
の
声
を
よ
く

聞
き
、心
に
寄
り
添
い
、地
域
運
営
組
織
の
体

制
を
整
え
、明
日
の
登
米
市
創
造
に「
炎
」を

灯
す
議
会
の
心
意
気
を「
現
在
と
未
来
に
責

任
を
持
つ
議
会
」と
し
て
、登
米
市
の
さ
ら
な

る
実
り
を
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。



04



2021.105

知っていますかＳＤＧｓＳＤＧｓ
― 未来のために私たちができること ―

問 ☎

ＳＤＧｓ

▶
▶
▶
▶
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講師を務めた髙橋由
ゆ

紀
き

子
こ

さんと大槻多
た

恵
え

子
こ

さんは「市環境教育
リーダーとして自然の良さを伝えていきたい」と語りました。

　「環境出前講座」は11月９日、平筒沼いこいの森で開
かれ、西郷小学校の１年生６人が市内の豊かな自然環
境について学びました。
　環境出前講座は、生物多様性や地球温暖化防止、水や
緑の保全・再生などの環境問題について、市民の理解を
深めることが目的。赤や黄色に色づいた草木や昆虫を
観察したり、鳥の鳴き声に耳を傾けたりしたほか、植物
の匂いなど五感を使って自然と親しみ、森の大切さを
学びました。児童たちは「森に入ると、知らない葉っぱ
や昆虫をいっぱい見つけることができて楽しかった」
と目を輝かせていました。

　市内および近郊の小学４年から中学３年までの児
童・生徒で編成された登米ジュニア吹奏楽団（只野正

まさ

昭
あ き

団長）の「独自演奏会」は11月８日、登米祝祭劇場で開か
れ、団員23人が日頃の練習の成果を披露しました。
　令和２年３月に「第１回定期演奏会」を予定していま
したが、新型コロナウイルス感染拡大により中止。代替
コンサートとして独自演奏会を企画しました。千田奏

かな

翔
と

さん（15）＝迫町中江＝は「私たち中学３年生にとっ
ては、今回の演奏会が今年度最初で最後のコンサート
でした。家族のみんなに最高の演奏を届けられたと思
います」と満足そうな表情を浮かべていました。

演奏会は無観客開催。「紅蓮華」や「『いきものがかり』メガヒッ
ツ」など全４曲を会場にいっぱいに響かせました。

　「市民参加の新たな森林づくり植樹祭」は11月６日、
東和町米川地内の米川生産森林組合所有林で開かれ、
米川小学校の児童71人が参加しました。
　植樹祭は、大切な森林を次世代に残すため、平成18
年度から毎年開催。今年は新型コロナウイルス感染症
対策のため、規模を縮小しての実施となりました。児童
らはヤマザクラなどの苗600本の植樹とドングリの種
千個をまきました。佐藤諒

りょう

君は「土の中には木の根っ
こがたくさんあって掘るのが大変でした。今日みんな
で植えたヤマザクラやドングリがもっともっと成長し
て、大きな木になってほしい」と期待を込めました。

児童らは、米川生産森林組合の職員から植樹の方法を聞いた後、
渡された苗を一本一本丁寧に植樹しました。
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住民ニーズの把握やコロナ禍での事業実施の工夫など、日頃の
取り組みについて活発に意見を交換していました。

高橋教育長（左）と塩原税務署長。2008年の佐沼税務署長表彰、
14年の仙台国税局長表彰に続く受賞になりました。

　「租税教育推進校等表彰制度国税庁長官表彰に係る
感謝状授与式」は11月17日、市役所中田庁舎で行われ、
塩原朗

あきら

佐沼税務署長から市教育委員会を代表して高
橋富

とみ

男
お

教育長に感謝状が授与されました。
　同制度は、租税教育の模範となる活動や功績があっ
た団体を表彰するもの。市内の小中学校で開催してい
る租税教室や中学校での税に関する作文などの継続的
な取り組みが評価されて今回の受賞となりました。高
橋教育長は「市に関わる教育関係者が長年取り組んで
きた成果が評価されました。今後も租税教育に力を入
れ、取り組んでいきたい」と決意を新たにしました。

　「NHK連続テレビ小説『おかえりモネ』番組タイトル・
ロゴの商用利用に関する説明会」は11月26日、迫公民館
で開かれ、企業や団体から約100人が参加しました。
　本市を舞台の一つに2021年春からの放送を予定して
いる「おかえりモネ」。同説明会では、NHKエンタープ
ライズの担当者から、番組のタイトル・ロゴの使用例や
申請から販売までの流れ、使用期間、注意事項などが説
明されました。参加者からは、「立て看板やのぼりへの
掲載は可能か」「物産フェアなどでロゴを使用する際の
手続きは」など、商品PRに関する質問が多く寄せられ
ていました。

女優の清原果
か

耶
や

さんが主演を務める「おかえりモネ」の放送開始
が近づくにつれ、地域も盛り上がりを見せています。

　「地域づくりミーティング兼移動市長室」は11月30日、
浅水ふれあいセンターで実施され、市内各コミュニテ
ィ組織から34人が参加しました。
　第１部の活動内容発表では、「多世代循環で取り組む
地域づくり」について、西野コミュニティ運営協議会か
ら世代間交流やボランティア育成の取り組みを紹介。
第２部は市長を交え、地域づくりに関する意見交換を
しました。豊里コミュニティ推進協議会の遠藤史

ふみ

絵
え

さ
ん（45）は「多世代が協力して事業を運営する手法を学
べました。地域の協力者を募るのは工夫がいりますが、
自分の地域でも生かしたい」と感想を話しました。



10

11
月
３
日（
火
）

登
米
祝
祭
劇
場

◉▼
畠
山
信
弘（
東
和
）▼
五
十
嵐
幸
喜

（
中
田
）▼
東
敬
三（
迫
）▼
後
藤
清
之

（
迫
）▼
福
田
了
喜（
米
山
）

◉▼
髙
橋
良（
中
田
）▼
飯
塚
英
耕（
迫
）

▼
熊
谷
満（
登
米
）▼
芳
賀
満
彦（
中

田
）▼
渡
邊
幸
作（
南
方
）▼
小
山
裕

吉（
迫
）▼
岩
﨑
兼
久（
迫
）

◉▼
千
葉
貞
雄（
迫
）▼
石
川　
（
迫
）▼

豊
原
邦
夫（
登
米
）▼
及
川
清
志（
東

和
）▼
佐
藤
勝
司（
東
和
）▼
千
葉
正

一（
東
和
）▼
後
藤
文
郎（
東
和
）▼
駒

場
德
郎（
豊
里
）▼
大
槻
元（
米
山
）▼

伊
在
井
國
導（
米
山
）▼
境
野
一
好

（
米
山
）▼
北
浦
敬
康（
米
山
）

◉▼
遠
藤
と
も
子（
東
和
）▼
小
野
寺
て

い
子（
東
和
）▼
飯
塚
て
い
子（
中
田
）

▼
浅
井
あ
き
子（
米
山
）▼
岡
田
美
恵

子（
米
山
）▼
佐
々
木
八
重
子（
石
越
）

▼
千
葉
二
三
子（
迫
）▼
髙
橋
法
子

（
迫
）▼
三
塚
ま
つ
子（
迫
）▼
三
塚
ふ

み
子（
迫
）▼
佐
々
木
ま
き
子（
迫
）▼

鈴
木
直
子（
迫
）▼
真
山
民
子（
迫
）▼

及
川
範
子（
迫
）▼
髙
倉
小
枝
子（
石

越
）

◉▼
山
家
寛（
迫
）▼
菅
原
祐
子（
中
田
）

◉

▼
齋
藤
順
子（
迫
）▼
佐
藤
尚（
迫
）▼

八
木
恒
夫（
迫
）▼
後　

寿
裕（
迫
）▼

大
友
信
也（
仙
台
市
）▼
下
村
明（
仙

台
市
）▼
太
田
富
之（
南
方
）▼
千
葉

晃（
津
山
）▼
阿
部
正
松（
南
方
）▼
秋

山
英
俊（
登
米
）▼
片
岡
富
士
子（
中

田
）

◉▼
遊
佐
牧
子（
迫
）▼
浅
野
英
一（
迫
）

▼
菅
原
れ
い
子（
迫
）▼
秋
葉
茂
雄

（
東
和
）▼
小
野
寺
ひ
さ
子（
東
和
）▼

丸
山
多
喜
子（
東
和
）▼
菅
野
誠（
米

山
）▼
島
陰
久
雄（
米
山
）▼
浅
野
茂

美（
津
山
）▼
橘
明
子（
津
山
）

◉▼
鈴
木
す
ず
江（
米
山
）▼
木
村
勝

（
迫
）▼
沼
倉
長
喜（
東
和
）▼
佐
々
木

茂（
中
田
）▼
三
條
俊
宏（
中
田
）▼
榊
 

原
た
け
子（
米
山
）▼
後
藤
達
也（
迫
）

▼
及
川
清
貴（
中
田
）▼
日
野
和
則

（
中
田
）▼
阿
部
敏
典（
豊
里
）▼
酒
井

真
也（
豊
里
）▼
福
田
祐
子（
米
山
）

▼
髙
野
賢
一（
米
山
）▼
古
関
充（
米

山
）▼
渡
邉
伸
宏（
石
越
）▼
松
浦
茂

樹（
石
越
）▼
遠
藤
洋
徳（
南
方
）▼
木

川
田
秀
男（
南
方
）▼
星
大
輔（
南
方
）

▼
志
田
斎（
迫
）▼
及
川
明（
迫
）▼
木

村
誠（
登
米
）▼
清
野
龍（
登
米
）▼
須

藤
国
幸（
登
米
）▼
佐
藤
一
浩（
東
和
）

▼
首
藤
誠
志（
東
和
）▼
岩
渕
淳
一

（
東
和
）▼
八
島
光
宏（
東
和
）▼
亀
卦

川
隆
一（
東
和
）▼
万
里
崎
勇
二（
中

田
）▼
橘
文
二（
中
田
）▼
佐
藤
悟（
中

田
）▼
石
田
正
信（
中
田
）▼
鈴
木
裕

幸（
豊
里
）▼
佐
々
木
崇（
豊
里
）▼
佐

藤
秀
巳（
豊
里
）▼
佐
藤
義
利（
豊
里
）
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▼
阿
部
五
代（
豊
里
）▼
伊
藤
ふ
じ
子

（
米
山
）▼
岩
渕
悦
子（
米
山
）▼
櫻
井

奈
代
子（
米
山
）▼
佐
藤
辰
也（
米
山
）

▼
及
川
正
也（
米
山
）▼
大
場
享（
南

方
）▼
榊
 原
卓
朗（
南
方
）▼
星
信
博

（
南
方
）▼
佐
々
木
一
男（
津
山
）▼
高

瀬
英
毅（
津
山
）▼
須
藤
康
之（
津
山
）

▼
熊
谷
哲
弥（
津
山
）▼
金
野
浩（
津

山
）

◉▼
太
田
明
朗（
迫
）▼
高
橋
裕
治（
迫
）

▼
千
葉
一
茂（
登
米
）▼
芳
賀
裕（
東

和
）▼
佐
々
木
民
子（
南
方
）

◉▼
金
子
ま
さ
子（
石
越
）

11
月
３
日（
火
）

登
米
祝
祭
劇
場

◉▼
佐
々
木
美
羽（
登
米
小
）▼
金
田
淳

史（
登
米
中
）▼
佐
藤
優
羽（
石
巻
好

文
館
高
）▼
加
藤
海
音（
佐
沼
高
）

◉▼
登
米
総
合
産
業
高
等
学
校
吹
奏
楽

部◉▼
三
浦
貫（
佐
沼
小
）▼
佐
々
木
稜
仁

（
佐
沼
小
）▼
鈴
木
仁
（
佐
沼
小
）▼

佐
々
木
仁
楠（
佐
沼
中
）▼
齋
藤
く
る

み（
佐
沼
中
）▼
千
葉
心
璃
愛（
米
谷

小
）▼
千
葉
広
大（
佐
沼
高
）▼
髙
橋

羽
麗（
登
米
中
）▼
八
谷
彩
華（
富
山

大
）

◉▼
北
方
小
学
校
自
転
車
ク
ラ
ブ
▼
佐

沼
高
等
学
校
箏
曲
部
▼
登
米
総
合
産

業
高
等
学
校
機
械
工
作
部

◉▼
小
泉
宗
士（
佐
沼
高
）▼
佐
々
木
孝

行（
豊
里
）▼
佐
々
木
明
日
香（
迫
）▼

阿
部
愛（
日
本
体
育
大
）▼
伊
藤
楓
來

（
豊
里
小
）▼
保
科
希
咲（
加
賀
野
小
）

▼
及
川
凌（
宝
江
小
）▼
及
川
彩
星

（
南
方
小
）▼
菅
原
颯
真（
豊
里
小
）▼

菅
原
莉
子（
加
賀
野
小
）▼
千
葉
陽
太

（
上
沼
小
）▼
及
川
彪
我（
南
方
小
）▼

佐
々
木
謙
伍（
米
山
東
小
）▼
千
葉
温

人（
中
田
中
）▼
菅
原
朱
莉（
中
田
中
）

▼
北
浦
心
太（
中
田
中
）▼
三
塚
怜
和

（
中
田
中
）▼
及
川
心
愛（
中
田
中
）▼

阿
部
悠
翔（
佐
沼
小
）▼
羽
生
皐（
浅

水
小
）▼
千
葉
太
喜（
上
沼
小
）▼
川

嶋
太
一（
登
米
小
）▼
菅
原
慧（
南
方

中
）▼
佐
藤
暁（
拓
殖
大
）▼
太
田
忠

幸（
迫
）▼
太
田
洋
子（
迫
）▼
遠
藤
健

太（
中
田
）

◉▼
球
愛
会
▼
登
米
総
合
産
業
高
等
学

校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部

◉▼
千
葉
遼（
南
方
中
）▼
伊
藤
藍
織

（
南
方
中
）▼
石
川
愛
怜（
古
川
黎
明

中
）▼
木
村
琉
夏（
登
米
小
）▼
浅
野

結
菜（
中
田
中
）▼
浅
野
廉（
佐
沼
高
）

▼
門
脇
晴
也（
志
津
川
高
）▼
佐
藤
風

雅（
米
山
中
）▼
渡
邊
廉（
佐
沼
高
）▼

千
葉
星
那（
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｉ
中
央
理

容
美
容
専
門
学
校
）▼
佐
藤
稜（
仙
台

大
）▼
渡
辺
恵（
佐
沼
高
）▼
佐
藤
李

香（
豊
里
）▼
高
橋
雄
大（
豊
里
）▼
笠

原
奈
菜（
迫
）▼
及
川
優
花（
仙
台
大
）

▼
高
橋
瑞
希（
福
島
大
）▼
小
野
寺
晃

（
中
田
）▼
千
葉
一
天（
東
北
学
院
大
）

▼
刈
谷
大
芽（
東
北
高
）▼
千
葉
咲
笑

（
東
郷
小
）▼
田
口
理
央（
加
賀
野
小
）

▼
熊
谷
魁
人（
上
沼
小
）▼
菅
原
楽
久

（
中
津
山
小
）▼
渡
邊
幸
羽（
米
山
中
）

▼
佐
瀨
唯
琴（
米
岡
小
）▼
藤
原
賀
空

（
新
田
小
）▼
安
達
海
葵（
佐
沼
中
）▼

千
枝
紘（
仙
台
育
英
学
園
高
）▼
佐
々

木
千
夏（
中
田
）▼
千
葉
温
太（
東
陵

高
）▼
及
川
煌
飛（
上
沼
小
）▼
菊
田

進
太
朗（
佐
沼
小
）▼
西
村
禄
朗（
浅

水
小
）▼
佐
々
木
優
愛（
南
方
小
）▼

及
川
樹（
中
田
中
）▼
奥
山
惠
悟（
米

山
中
）▼
石
川
晴
花（
佐
沼
中
）▼
阿

部
凌
成（
米
山
中
）▼
佐
々
木
開
地

（
南
方
中
）▼
石
川
昂
潤（
新
田
小
）▼

及
川
菜
々
子（
石
越
中
）▼
阿
部
鴻

憲（
中
田
中
）▼
伊
澤
知
樹（
中
田
中
）

▼
加
藤
有
佳（
登
米
高
）▼
堀
内
希
渚

（
登
米
高
）▼
石
井
星
那（
登
米
高
）▼

及
川
莉
来（
登
米
高
）▼
武
山
千
夏

（
佐
沼
高
）▼
千
葉
悠
正（
佐
沼
高
）▼

冨
士
原
雅
仁（
佐
沼
高
）▼
大
友
康
誠

（
佐
沼
高
）▼
齋
藤
潤
成（
佐
沼
高
）▼

阿
部
快
飛（
佐
沼
高
）▼
千
葉
響
彩

（
佐
沼
高
）▼
佐
藤
由
華（
佐
沼
高
）

▼
千
葉
瑠
奈（
佐
沼
高
）▼
千
葉
あ
さ

ひ（
佐
沼
高
）▼
猪
又
輝
瑠（
東
陵
高
）

▼
伊
藤
諒（
登
米
総
合
産
業
高
）▼
佐

藤
羽
矢（
石
越
小
）▼
及
川
陽
介（
宝

江
小
）▼
佐
々
木
勇
翔（
宝
江
小
）▼

山
田
玲
寧（
利
府
高
）▼
遊
佐
快（
佐

沼
高
）▼
菅
原
輝
大（
東
陵
高
）▼
佐

藤
英
雄（
東
和
）▼
金
田
昭
司（
東
和
）

▼
佐
久
田
敬
弥（
登
米
）▼
米
谷
文
志

（
登
米
）▼
米
谷
か
つ
ゑ（
登
米
）▼
三

浦
孝
次
郎（
東
和
）▼
及
川
信
幸（
東

和
）▼
菅
原
邦
子（
迫
）▼
白
石
和
夫

（
中
田
）▼
上
野
覚（
迫
）▼
相
沢
隆
夫

（
登
米
）▼
佐
藤
あ
つ
子（
中
田
）▼
佐

川
純
子（
石
越
）▼
鮱
名
テ
ル
子（
登

米
）▼
遠
藤
美
紀
子（
迫
）

◉▼
佐
沼
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
▼

佐
沼
中
学
校
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

▼
宮
城
ホ
タ
ル
▼
登
米
高
等
学
校
カ

ヌ
ー
部
▼
登
米
高
等
学
校
カ
ヌ
ー
部

▼
佐
沼
高
等
学
校
ボ
ー
ト
部
▼
佐
沼

高
等
学
校
ラ
グ
ビ
ー
部
▼
登
米
総
合

産
業
高
等
学
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
▼

佐
沼
武
道
館
▼
佐
沼
中
学
校（
空
手

道
）▼
中
田
中
学
校（
空
手
道
）

◉▼
伊
藤
正
人（
東
和
）

11
月
６
日（
金
）

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル

宮
城

◉▼
後
藤
康
治（
迫
）▼
千
葉
武
男（
中

田
）

◉▼
佐
藤
正
枝（
中
田
）

◉▼
鈴
木
泰
子（
東
和
）

◉▼
佐
藤
律
子（
石
越
）▼
三
浦
義
明

（
迫
）

◉▼
西
條
芳
夫（
津
山
）▼
佐
藤
光
一

（
迫
）▼
白
鳥
二
郎（
南
方
）

◉▼
伊
藤
勝
正（
迫
）▼
登
米
地
区
安
全

運
転
管
理
者
会（
登
米
）

◉▼
及
川
敏
明（
迫
）▼
加
美
山
千
賀
雄

（
豊
里
）▼
西
條
敏
明（
豊
里
）
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市
は
、令
和
３
年
４
月
以
降
に

進
学
・
進
級
す
る
希
望
者
に
、奨
学

金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

国
内
の
高
等
学
校
、高
等

専
門
学
校
、専
修
学
校（
高
等
課

程
・
専
門
課
程
に
限
る
）、短
期
大

学
、大
学（
大
学
院
を
除
く
）

正
規
の
修
業
期
間
内

次
の
条
件
全
て
に
当

て
は
ま
る
こ
と
▼
人
物
＝
市
内
在

住
で
、生
計
の
基
礎
が
市
内
に
あ

り
、心
身
と
も
に
健
康
な
人
▼
学

力
＝
最
終
学
年
の
直
近
の
成
績
が

学
年
評
定
３
・
５
以
上
、ま
た
は
成

績
順
位
が
上
位
50
％
以
内
の
人
▼

家
計
＝
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学

が
困
難
な
人

大
学

50
万
円
以
内

▼
医
学
部
、獣
医
学

部
な
ど
＝
６
年
以
内
▼
そ
れ
以
外

＝
４
年
以
内

市
内
在
住
で
、学
資

支
払
い
が
困
難
な
人

予
算
の
範
囲
内

１
月
４
日（
月
）〜
２

月
19
日（
金
）（
土
日
、祝
日
を
除
く

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

分
ま
で
受
け
付
け
）

※
各
奨
学
金
の
重
複
応
募
は
で
き

ま
せ
ん

▼
市
育
英
資
金
・
浅
野
兄
妹
奨
学

資
金
、上
杉
奨
学
金
の
重
複
応
募

は
で
き
ま
せ
ん
▼
市
育
英
資
金
・

浅
野
兄
妹
奨
学
資
金
は
、日
本
学

生
支
援
機
構
な
ど
、他
の
機
関
が

運
営
す
る
奨
学
資
金
を
借
り
て
い

る
、ま
た
は
借
り
る
こ
と
が
決
定

し
て
い
る（
見
込
み
を
含
む
）場
合

は
、貸
し
付
け
で
き
ま
せ
ん

奨
学
生
選
考
委
員
会

で
審
査
し
、教
育
委
員
会
で
決
定

（
令
和
３
年
３
月
開
催
予
定
）

❶
奨
学
生
願
書
❷
学

校
長
推
薦
書
❸
健
康
診
断
書（
任

意
様
式
／
学
校
が
発
行
す
る
も
の

で
も
可
）❹
住
民
票
謄
本（
世
帯
全

員
の
も
の
で
本
籍
記
載
の
も
の
）

❺
令
和
２
年
度
納
税
証
明
書（
世

帯
全
員
分
・
連
帯
保
証
人
分
）❻
令

和
元
年
中
の
世
帯
全
員
の
収
入
が

分
か
る
書
類
＝
所
得
控
除
の
記
載

が
あ
る
所
得
証
明
書
な
ど

※
❶
と
❷
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

教
育

委
員
会
教
育
部
教
育
総
務
課（
総

務
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
７
０

　

一
般
競
争
入
札
に
よ
り
市
有
財

産
を
売
却
し
ま
す
。

12
月
24
日（
木
）か
ら

１
月
21
日（
木
）ま
で
の
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

（
土
日
、祝
日
を
除
く
）、総
務
部
総

務
課
財
産
係（
市
役
所
迫
庁
舎
２

階
）で
交
付
し
ま
す

申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、必
要
書
類
を
添
付
し

て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。申
込
用
紙

は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

総
務
課
で
配
布
し
ま
す

▼
個
人
＝
❶
住
民
票

❷
印
鑑
証
明
書
❸
本
籍
地
の
市
町

村
長
が
発
行
す
る
身
分
証
明
書
❹

身
分
証（
運
転
免
許
証
、健
康
保
険

証
な
ど
の
写
し
）―
各
１
通
▼
法

人
＝
❶
法
人
登
記
簿
謄
本
❷
代
表

者
の
印
鑑
証
明
書
―
各
１
通

※
詳
細
は
、電
話
な
ど
で
問
い
合

わ
せ
る
か
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

総
務

部
総
務
課（
財
産
係
）

〒
９
８
７
―
０
５
１
１
／
登
米
市

迫
町
佐
沼
字
中
江
２
―
６
―
１

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１

※１平方㍍＝0.3025坪、１坪未満は四捨五入
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フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
事
業
は
、「
子
育
て
を
助
け
て

ほ
し
い
人
」（
利
用
会
員
）と「
子
育

て
を
手
伝
え
る
人
」（
協
力
会
員
）

が
そ
れ
ぞ
れ
会
員
登
録
し
、地
域

ぐ
る
み
で
子
育
て
を
支
援
す
る
活

動
で
す
。

　

そ
こ
で
、子
育
て
を
手
伝
え
る

人（
協
力
会
員
）を
募
集
し
て
い
ま

す
。

◉▼
市
内
に
居
住
し
て
い
る
心
身
と

も
に
健
康
な
20
歳
以
上
の
人

▼
市
が
主
催
す
る
協
力
会
員
講
習

会
を
受
講
し
た
人

◉

１
月
13
日（
水
）午
前
10
時

30
分
〜
午
後
３
時
15
分

】南
方
庁
舎
２
階（
情
報
住

民
セ
ン
タ
ー
・
る
る
ぱ
）

※
検
温
と
マ
ス
ク
着
用
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す】電

話
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い

１
月
６
日（
水
）

無
料

登
米

市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
事
務
局（
南
方
子
育
て
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
８

☎

　

税
申
告
用
に
要
介
護
者
の
障
害

者
控
除
と
、お
む
つ
代
医
療
費
控

除
の
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

認
定
基
準
日（
令
和
２

年
12
月
31
日
、令
和
２
年
中
に
亡

く
な
ら
れ
た
人
は
死
亡
日
）に
65

歳
以
上
で
、要
介
護
１
〜
５
の
認

定
を
受
け
て
い
る
人

▼
要
介
護
１
〜
３
＝
障
害
者
控
除

▼
要
介
護
４
、５
＝
特
別
障
害
者

控
除

無
料

※
障
害
者
手
帳
な
ど
を
持
っ
て
い

る
場
合
は
、手
帳
の
提
示
で
控
除

が
受
け
ら
れ
ま
す

※
要
介
護
４
、５
で
特
別
障
害
者

控
除
の
対
象
に
な
る
場
合
は
、手

帳
の
等
級
に
よ
っ
て
認
定
書
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す

　

寝
た
き
り
で
お
む
つ
を
使
用
し

て
い
る
場
合
、お
む
つ
代
が
医
療

費
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

お
む
つ
代
の
医
療
費
控

除
適
用
が
２
年
目
以
降
で
、要
介

護
認
定
時
の
主
治
医
意
見
書
に
よ

り
、寝
た
き
り
で
お
む
つ
が
必
要

な
こ
と
を
確
認
で
き
る
人

１
通
３
０
０
円

※
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
初

め
て
受
け
る
場
合（
１
年
目
）は
、

医
師
の
証
明
が
必
要
で
す
。証
明

書
の
様
式
は
、各
総
合
支
所
市
民

課
窓
口
に
あ
り
ま
す

１
月
４
日（
月
）〜
３

月
15
日（
月
）（
土
日
、祝
日
を
除
く

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

分
ま
で
受
け
付
け
）

▼
各
総
合
支
所
市
民
課（
市
民
係
）

▼
福
祉
事
務
所
長
寿
介
護
課（
認

定
審
査
係
）本

人
ま
た
は
そ
の
親
族

対
象
者
の

介
護
保
険
被
保
険
者
証
、申
請
者

の
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
運

転
免
許
証
、写
真
付
き
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

福
祉
事
務
所
長
寿

介
護
課（
認
定
審
査
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１
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　市では、合併後に閉校した施設について、地域公民
館への転用や福祉団体、地域コミュニティ活動など
で活用しています。
　併せて、文部科学省主催の「～未来につなごう～
『みんなの廃校』プロジェクト」で利用者を募集して
います。閉校施設の活用を考えている人は、同プロ
ジェクトホームページを確認するか総務部総務課ま
で問い合わせください。

▶旧嵯峨立小学校▶旧鱒渕小学校
▶旧上沼小学校
※学校の敷地面積や校舎の建築年、
床面積などは文部科学省ホーム
ページで公表しています。

　市では、将来の利活用を見込まない遊休地につい
て、インターネットの公有財産売却システムを利用
した一般競争入札による売却を進めてきました。
　今後も売却可能な遊休地を随時入札に付していき

ますので、興味がある人は総務部総務課まで問い合
わせください。

▶石越町北郷字遠沢50－18外１筆▶津山町柳津字黄
牛宇名173－４▶津山町横山字本町121－17▶津山町
横山字本町121－18▶津山町横山字本町121－19、121
－20▶東和町錦織字大町14－３外１筆
（令和２年11月末時点）
※「インターネット公有財産売却」
に表示されたバナーをクリックし
てください

総務部総務課（財産係）
☎0220（22）2091

■▼
諸
証
明
の
発
行
や
転
入
・
転
出

な
ど
、異
動
の
届
け
出
は
で
き
ま

せ
ん

▼
出
生
・
死
亡
届
な
ど
の
届
け
出

は
、日
直
が
受
け
付
け
ま
す

各
総
合
支
所
市
民

課（
地
域
振
興
係
）

■

各
市
立
病
院
・
診

療
所

■

登
米
市
斎
場

☎
０
２
２
０（
２
２
）４
０
４
０

■

環
境
事
業
所
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
５（
７
６
）０
１
０
２

■

環
境
事
業
所
衛
生

セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
２
５
４

■

12
月
29
日（
火
）〜
31
日（
木
）は
休

日
ダ
イ
ヤ
で
運
行
し
ま
す

ま
ち
づ
く
り
推
進

部
市
民
協
働
課（
地
域
づ
く
り
推

進
係
）  

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

■▼
各
総
合
支
所
市
民
課（
地
域
振

興
係
）

▼
市
立
豊
里
病
院

☎
０
２
２
５（
７
６
）２
０
２
３

■

市
民
プ
ー
ル

☎
０
２
２
０（
２
２
）５
４
９
２

■薫く
ん

蒸じ
ょ
う

作
業
の
た
め
長
期
休
館
し

ま
す

歴
史
博
物
館

☎
０
２
２
０（
２
１
）５
４
１
１
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◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、
携帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電
話、PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

休日・夜間診療案内は下記の
番号です（24時間対応）
　☎ 0229 (24) 2267

　

☎

　

☎

㊎

㊍

㊎

☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎

  ◉日曜日：受付時間9:00～16:30
  ◉夜間：小児（６歳以上）の診察を
　 希望する場合はご連絡ください
  【問い合わせ】登米市民病院
  ☎0220（22）5511

㊎
☎

☎

☎

㊏
☎

☎

☎

㊐
☎

☎

☎

㊐ ☎ ☎

㊊
（祝） ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

◉

◉ ☎
☎

☎

◉診療科目　内科、外科、小児科　※原則応急処置まで
診療時間など、詳しくは問い合わせください。
【問い合わせ】石巻市夜間急患センター（石巻赤十字病院敷地内）
☎0225（94）5111

の
使
用
で
も
、や
め
ら
れ
な
く
な

る
も
の
や
脳
の
細
胞
を
破
壊
す
る

も
の
も
あ
り
、時
に
は
死
に
至
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、大
麻
も

脳
へ
の
悪
影
響
が
懸
念
さ
れ
、そ

の
害
悪
は
、他
の
違
法
薬
物
と
変

わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。薬
物
乱
用
は
、

本
人
だ
け
で
な
く
家
族
や
友
人
も

不
幸
に
し
ま
す
。

　

家
庭
や
地
域
で「
ダ
メ
。ゼ
ッ
タ

イ
。」を
合
言
葉
に
、薬
物
乱
用
を

撲
滅
し
ま
し
ょ
う
。

登
米
保
健
所
登
米

地
区
薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
協
議

会☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
２
０

　

麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種（
２

期
）の
接
種
期
間
は
小
学
校
就
学

前
の
１
年
間
で
す
。市
で
配
布
し

た
予
診
票
を
持
参
し
、忘
れ
ず
に

受
け
て
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
４
月
２
日
〜

平
成
27
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

無
料

３
月
31
日（
水
）

市
民
生
活
部
健
康

推
進
課（
保
健
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

　

近
年
、覚
醒
剤
や
大
麻
・
危
険
ド

ラ
ッ
グ
な
ど
違
法
薬
物
使
用
者
に

よ
る
犯
罪
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

特
に
、青
少
年
を
中
心
に
大
麻
乱

用
の
裾
野
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

違
法
薬
物
に
は
、た
っ
た
一
度

❶
 ▶

❷
 ▶

❸
 ▶
　

☎
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迫
　「東表総合防災訓練」（東表自主防災会主催、門脇昭

あき

雄
お

会
長）は11月15日、上行寺境内で実施され、地域住民や関係
者約130人が参加しました。
　防災訓練は、密集を避け「心肺蘇生法等訓練」、「初期消火・
通報訓練」、「発電機の使い方」の３班に分かれて、消防署職
員の指導により実施。行政区全体から参集する初めての取
り組みとなり、参加者は「今回の訓練を機に、今後も地域の
防災力向上を目指したい」と決意を新たにしました。

登米
　「秋季火災予防運動に伴う街頭指導」は11月７日、登米町
内３カ所の交差点で実施され、市婦人防火クラブ登米支部
（後藤久

く み こ

美子支部長）の地区代表13人が参加しました。
　街頭指導は、火災が発生しやすい季節を迎え、地域全体で
火災予防についての意識を持ち、火災の発生を防止し、家財
を守ることを目的に実施。参加した婦人防火クラブ員は、火
災予防の旗を掲げ、ドライバーや歩行者に火災の予防を啓
発しました。

東和
　「令和２年度東和地区三校合同交流体験活動」は11月
13、14の両日、国立花山青少年自然の家で開かれ、東和地
区３小学校の５年生32人が参加しました。
　新型コロナ感染防止のため活動に制限がありましたが、
ボランティア参加したジュニアリーダーと一緒に自然散策
やダンス、キャンドルサービスを楽しみ、３校の交流を深め
ました。また、多くの児童が初めて体験する火起こしや焼き
板づくりに挑戦し、思い思いの作品を製作しました。

中田

TOWNS TOPICS

　「マナーアップル作戦」（中田町交通安全団体連絡協議会
主催、小野寺篤

あつ

朗
ろう

会長）は、11月８日、中田町浅水のコンビ
ニエンスストア前で実施され、佐沼警察署や交通安全関係
団体から30人が参加しました。
　マナーアップル作戦は、交通マナーの向上を願い、リンゴ
や交通安全啓発チラシ、ポケットティッシュをドライバー
に配布する街頭キャンペーン。危険な運転の根絶や横断す
る歩行者の優先に配慮した運転を呼び掛けました。
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豊里
　「豊里駅前冬の蛍通り点灯」（同実行委員会主催、及川正

まさ

彦
ひこ

実行委員長）が12月１日、陸前豊里駅前通りのイチョウ並
木と産直がんばる館で実施されました。
　21回目を迎えた豊里駅前冬の蛍通り点灯は、コロナ禍で
セレモニーを中止しましたが、近隣児童施設の子どもたち
による「コロナウイルスが収束したらやりたいこと」を描い
たイラストを蛍通りに展示。12月の風物詩である冬の蛍が
駅前を彩りました。　

石越
　「４時ライト運動」（石越地区交通安全母の会主催、金澤い
く子

こ

会長）は11月24、25の両日、石越総合支所前交差点付
近で実施され、関係団体の40人が参加しました。
　運動は、ドライバーに早めのライト点灯を呼び掛け、夕暮
れ時の事故を防止することが目的。参加者は手持ちプレー
トや交通安全を啓発する横断幕などを掲示し、日が暮れ
始める午後３時45分から30分間、県道を走行するドライ
バーに早めのライト点灯を促しました。

津山
　「炭焼き体験」は11月24日、学校支援ボランティアの阿
部政

まさ

幸
ゆき

さんの炭焼き施設で実施され、柳津小学校、横山小学
校の５、６年生27人が参加しました。
　炭焼き体験は総合的な学習の時間の一環として実施。津
山に伝わる炭づくりの歴史や暖房など燃料としての炭の利
用を学びました。児童は、まき割り機や炭窯などを見学。ク
ヌギやナラのまきを並べる作業を実践し、作業後は炭火で
焼いたソーセージなどの試食を楽しみました。

米山
　「米岡小学校焼き芋体験」（山田伸

しん

一
いち

郎
ろう

校長、児童117人）
は11月20日、同校の校庭で開かれ、全校児童が参加しまし
た。
　焼き芋体験は、学校の農園で育てたサツマイモを、児童一
人一人が濡らした新聞紙とアルミホイルで包み、学校支援
ボランティアがまきや落ち葉を使って焼き上げました。児
童たちは、出来たての焼き芋の熱さに苦労しながら、秋の味
覚を楽しみました。

南方
　「いきいきクラブまつり」（スポーツクラブみなみかた主
催、高橋充

みつ

会長）は11月１日、南方総合運動場で開かれ、約
120人が参加しました。
　いきいきクラブまつりでは、グラウンドゴルフ交流大会
やサークルの成果発表会が開催されました。グラウンドゴ
ルフ大会では、多くのホールインワンが出るなど、参加者は
腕を競い合いました。成果発表会では太極拳の演武やレク
ダンスを披露。参加者は楽しいひとときを過ごしました。
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Dream

Child

Half
Century

One's
Home

☎
☎
☎

利用者の声や図書館のイベントなどをお知らせします

　司書がテーマごとに選んだ本を詰め合わせた
「福袋」を登米図書館で貸し出します。
　中身は開けてか
らのお楽しみ。対
象年齢に合わせて
詰め合わせた福袋
には、中身のヒン
トになるキーワー
ドが書いてありま
す。年始めにすて
きな本と出会えま
すように。

１月５日（火）～17 日（日）
※福袋が無くなり次第終了

▶幼児向け（絵本）＝１袋５冊入り▶小学生（低
学年・中学年・高学年）向け＝1袋３冊入り▶一般
向け＝１袋３冊入り
合計50袋

登米図書館　☎0220（52）5330
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Health

　今なお根強く残るハンセン病に対する偏見や差別を
なくすため、ハンセン病への正しい知識の普及に向け
て、パネル展示を開催いたします。パネルには、ハンセン
病についての説明や東北新生園の紹介がされておりま
すので、この機会にご覧いただき、ハンセン病について
考えてみませんか。

▶市役所迫庁舎（玄関脇ホール）
12 月18 日～25 日
▶市役所中田庁舎（玄関脇ホール）
１月６日～14 日
▶市役所南方庁舎（玄関脇ホール）
１月19 日～26 日

市民生活部健康推進課（保健推進係）
☎0220（58）2116
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　164㌢でA型です。
　迫町の飲食店「うまい登米っこ欒

ら ん

や」に勤めており、お店では、お客さんとメイ
ンで接するホールの仕事を任されています。
今はコロナ対策のためマスクを着け、表情が
分かりづらいので、目で気持ちを伝えられる
ように工夫し、声のトーンにも気を遣って
います。職場では、お客さんやスタッフへの
感謝を忘れず、常にポジティブな気持ちで頑
張っています。

　以前はおとなしい性格だっ
たのですが、職場のスタッフがみんな明るい
ので、接客を頑張るうちに、自分も明るく元
気になりました。

　ペットの犬と遊んだり、ユー
チューブで好きな音楽を聞いたりしていま
す。映画も好きなのですが、コロナのため、映
画館に行くのは我慢しています。

　ボディセラピーに凝っていて、整
体関係の本を読むのが好きです。時々、職場
のスタッフのボディケアもしますよ。

　家族を大切にし、周りへの
気遣いができる人。それから、一緒にいて楽
しい人ですね。

　祖母が韓国のドラ
マにはまっていて、自分もK-ポップが好きな
ので、コロナが落ち着いたら家族で韓国旅行
に行きたいです。「早く安心して行けるよう
になればいいね」と家族で話しています。

　市外にも住んだこ
とがありますが、戻ってきて感じたことは、
生まれ育った登米市は安心感を与えてくれ
ますし、なによりまちの雰囲気が好きですね。

❶ ❷ ❸ ❹ ❺ ❻ ❼
❽

電子申請：
https://www.shinsei.elg-front.jp/miyagi/uketsuke/dform.do?acs=212IdolMyHome
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Dream
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2020年５月20日生まれ
中田町・舘　昌弘さんの次女

ちゃん（７カ月）

離乳食を上手に食べる凛空。すくすく
大きくなってね。凛空の笑顔が家族み
んなの元気の源だよ。

Monthly Hot Communication

Child

2019年12月21日生まれ
米山町・鈴根　敦哉さんの長女
いたずら好きで笑顔がすてきな柚羽
ちゃん。いつまでも佐藤家のアイドル
でいてください。

エルサとおしゃれが大好きな、我が
家の気の強いアイドルです。

患者さんの心も分かる医者に
　ぼくは小学２年生の時、仙台にある大き
な病院で手術を受けました。担当の先生は、
ぼくの話をしっかり聞いてくれたので、不
安だった気持ちが軽くなっていきました。
その時から、ぼくも患者さんの気持ちを分
かってあげられるような医者になりたいと
考えるようになりました。
　医者になるのはとても難しいことだと思
いますが、夢をかなえるために、算数の学習
を頑張り漢字検定や英語検定にも挑戦して
います。また、勉強だけでなく、医者の仕事
について紹介されている本を読んだり、ピ
アノやバスケットボールなどにも取り組ん
だりしています。また、友達の気持ちを知
り、仲良くするために、まず話をしっかり聞
くことを大事にしています。患者さんの気
持ちを分かるためには、日頃からの人との
付き合い方が大切だからです。この夢を胸
に、これからもさまざまなことに挑戦し、た
くさんの経験を積みたいと考えています。

ちゃん（３歳）

2017年３月８日生まれ
米山町・城内　麗さんの長女

ちゃん（１歳）
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仲
人
さ
ん
の
紹
介
だ
ね
。

結
婚
式
ま
で
、２
回
し
か

会
わ
な
が
っ
た
ん
だ
よ
。

顔
を
見
る
の
が
恥
ず
か
し

く
て
、ず
っ
と
う
つ
む
い
で
だ
ね
。

結
婚
式
で
、化
粧
し
た
き

れ
い
な
顔
を
見
て
、別
の
人
で
ね

え
が
っ
て
思
っ
た
よ（
笑
）。

冬
場
は
二
人
別
々
の
場
所

に
出
稼
ぎ
に
も
行
っ
た
し
、と
に

か
く
働
い
だ
ね
。

話
し
上
手
で
、田
ん
ぼ
仕

事
し
な
が
ら
ず
っ
と
笑
っ
て
だ
ご

ど
が
あ
っ
た
ね
。初
め
て
聞
く
話

ば
っ
か
り
で
、辛
い
仕
事
も
頑
張

　　

「
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
も
」

　

私
の
生
ま
れ
育
っ
た
佐
沼
は
、

南
北
に
流
れ
る
迫
川
を
挟
ん
で
東

西
に
住
宅
が
立
ち
並
ぶ
静
か
で
優

雅
な
町
で
す
。私
は
そ
の
東
側
の

地
域
で
生
ま
れ
、高
校
ま
で
過
ご

し
ま
し
た
。高
校
卒
業
後
、神
奈
川

県
の
職
員
に
採
用
さ
れ
、ふ
る
さ

と
を
離
れ
ま
し
た
。現
在
は
、子
ど

も
た
ち
が
独
立
し
、横
浜
市
内
の

一
戸
建
て
住
宅
に
妻
と
二
人
で
暮

ら
し
て
い
ま
す
。

　

佐
沼
を
出
て
か
ら
今
年
で
54

年
に
な
り
ま
す
が
、年
に
数
回
は

必
ず
帰
省
し
て
い
ま
す
。両
親
が

健
在
な
頃
は
、自
分
の
元
気
で
頑

張
っ
て
い
る
姿
を
見
せ
る
た
め
。

結
婚
し
て
か
ら
は
、女
房
と
子
ど

も
を
見
せ
る
た
め
に
帰
っ
て
い

ま
し
た
。両
親
が
他
界
し
て
か
ら

二
十
数
年
経
ち
ま
し
た
が
、今
で

も
兄
弟
た
ち
に
会
う
た
め
帰
省
し

Monthly Hot Communication

One's Home

れ
た
ね
。特

大
カ
ボ
チ
ャ
づ
く
り
だ

ね
。孫
が
小
さ
い
頃
は
、冬
至
の
日

に
、中
を
く
り
ぬ
い
た
特
大
カ
ボ

チ
ャ
風
呂
に
一
緒
に
入
っ
た
の
が

い
い
思
い
出
だ
ね
。

孫
た
ち
が
遊
び
に
来
る
の

が
楽
し
み
だ
ね
。

言
い
だ
い
ご
ど
全
部
は
言

わ
な
い
よ
う
に
し
て
る
ね
。

け
ん
か
は
あ
る
け
ど
、次

の
日
に
持
ち
越
さ
な
い
ご
ど
だ
ね
。

健
康
に
気
を
付
け
て
、い

つ
ま
で
も
自
分
の
こ
と
は
自
分
で

で
き
る
よ
う
に
し
た
い
ね
。

孫
の
成
長
楽
し
み
に
い
つ
ま
で
も
健
康
で

て
い
ま
す
。

　

佐
沼
に
帰
る
と
気
持
ち
が

「
ほ
っ
」と
し
ま
す
。現
在
の
私
が

あ
る
の
は
、佐
沼
で
育
っ
た
と
い

う
原
点
が
あ
る
か
ら
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。ま
た
、佐
沼
の
生
活
で
我

慢
強
さ
、忍
耐
強
さ
を
身
に
付
け

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

神
奈
川
で
働
き
始
め
た
頃
、私

の
よ
う
な
地
方
出
身
者
に
対
し
て
、

よ
く「
い
な
か
っ
ぺ
」と
陰
口
を
た

た
か
れ
た
り
、時
に
は
直
接
悪
口

を
言
わ
れ
た
り
も
し
ま
し
た
。私

は
気
に
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、こ

の
言
葉
で
挫
折
し
た
人
が
何
人
か

い
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。私
自
身

田
舎
と
い
う
言
葉
は
好
き
で
は
な

く
、佐
沼
を
田
舎
と
呼
ん
だ
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。佐
沼
は
佐
沼
で

す
。し
か
し
、今
は
昔
と
違
っ
て

「
田
舎
の
あ
る
人
は
い
い
な
」と
考

え
る
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、食
に
つ
い
て
は
、佐
沼
は

米
や
み
そ
、漬
物
な
ど
を
代
表
に

食
べ
物
の
う
ま
い
町
で
す
。特
に
、

み
そ
や
漬
物
は
各
家
庭
の
味
が
あ

り
、帰
省
の
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

今
で
も
米
や
み
そ
は
佐
沼
か
ら
取

り
寄
せ
て
い
ま
す
。

　

関
東
に
は
、東
京
迫
会
と
在
京

佐
高
会
の
二
つ
、関
わ
っ
て
い
る

組
織
が
あ
り
ま
す
。佐
沼
で
の
思

い
出
を
胸
に
、会
で
の
活
動
こ
そ

が「
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
」で
あ
る

と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
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今
月
は
、長
沼
フ
ー
ト
ピ
ア
公

園「
ふ
る
さ
と
物
産
館
」の
佐
藤

純じ
ゅ
ん

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、季
節
に
合

わ
せ
て
メ
ニ
ュ
ー
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
ま
し
た
。は
っ
と
ピ
ア
定
食

は
、値
段
据
え
置
き
で
ラ
イ
ス
を

ネ
ギ
ト
ロ
丼
に
グ
レ
ー
ド
ア
ッ

プ
。新
メ
ニ
ュ
ー
の
サ
バ
塩
焼
き

定
食
は
、水
産
加
工
会
社
か
ら
直

に
仕
入
れ
て
い
る
肉
厚
で
脂
の

の
っ
た
サ
バ
が
、絶
妙
な
塩
加
減

で
お
い
し
い
と
評
判
で
す
。各
メ

ニ
ュ
ー
季
節
ご
と
に
旬
の
食
材

を
使
用
し
て
い
る
の
で
、リ
ピ
ー

タ
ー
で
も
満
足
で
き
る
と
思
い
ま

す
。ま
た
、デ
ザ
ー
ト
に
は
ブ
ド
ウ

の
王
様
を
使
っ
た
、巨
峰
ソ
フ
ト

が
人
気
。す
っ
き
り
し
た
甘
さ
と

豊
か
な
香
り
を
楽
し
め
ま
す
。

　

園
内
に
は
キ
ャ
ン
プ
場
が
あ

り
、「
電
源
付
き
区
画
オ
ー
ト
サ
イ

ト
」「
芝
生
広
場
サ
イ
ト
」「
一
般
フ

リ
ー
サ
イ
ト
」の
３
タ
イ
プ
か
ら

選
べ
ま
す
。電
源
付
き
サ
イ
ト
と

芝
生
広
場
サ
イ
ト
は
ス
タ
ン
プ

カ
ー
ド
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。特

に
電
源
付
き
サ
イ
ト
は
、ス
タ
ン

プ
を
５
つ
貯
め
る
と
サ
イ
ト
料
が

無
料
に
な
る
た
め
、リ
ピ
ー
タ
ー

が
大
幅
に
増
え
ま
し
た
。事
前
に

電
話
で
予
約
く
だ
さ
い
。

長
沼
フ
ー
ト
ピ
ア

公
園

☎
０
２
２
０（
２
２
）７
６
０
０

●
２
月
号
は
短
歌
で
す
。住
所・
氏
名・
電
話
番
号

を
記
入
し
、１
月
５
日（
火
）ま
で
ご
応
募
く
だ
さ

い
。作
品・氏
名
に
は
全
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く

だ
さ
い
。

●
応
募
者
多
数
の
場
合
選
考
し
て
掲
載
し
ま
す
。
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１
月
31
日（
日
）午
前
10
時

〜
11
時

迫
公
民
館

※
入
場
無
料

40
人（
要
予
約
）

大
場
勘か

ん

市い
ち

氏（
佐
沼
鹿
踊

伝
承
会
会
長
）

講
演
の
部
、演
舞
の
部迫

公

民
館

☎
０
２
２
０（
２
２
）７
３
２
４

　

宮
田
敬け

い

子こ

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー（
元
東
北
放
送
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
）を
講
師
に
迎
え
、登
米
の
魅

力
を
発
信
す
る
架
空
の
ニ
ュ
ー
ス

番
組
風
映
像
を
制
作
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

　

登
米
の
魅
力
を
自
分
た
ち
で

調
べ
、学
ん
で
映
像
を
作
成
し
、

ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
に
な
り

き
っ
て
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
で
発

信
し
ま
す
。

２
月
６
日（
土
）午
後
１
時

〜
５
時

迫
公
民
館

市
内
在
住
の
小
学
５
、６

年
生

10
人
程
度ま

ち
づ
く
り
推
進

部
観
光
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

課（
観
光
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
係
）

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
３
３
１

　

登
米
市
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、各
公
民
館
・
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

住
所
、氏
名
、電

話
番
号
を
必
ず
記
載
し
、郵
送
、

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、電
子
メ
ー
ル
、持

参
の
い
ず
れ
か
で
提
出
く
だ
さ

い
。様
式
は
自
由
で
す

※
個
人
が
特
定
さ
れ
な
い
形
で
、

意
見
の
要
旨
な
ど
を
公
表
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す

※
意
見
に
対
し
個
別
に
回
答
は
し

ま
せ
ん

※
電
話
に
よ
る
意
見
提
出
は
で
き

ま
せ
ん

12
月
25
日（
金
）〜
１

月
25
日（
月
）

福
祉
事

務
所
長
寿
介
護
課（
介
護
給
付
係
）

〒
９
８
７
―
０
４
４
６
／
登
米
市

南
方
町
新
高
石
浦
１
３
０

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

０
２
２
０（
５
８
）２
３
７
５

糸chojyukaigo@
city.tom

e.
m
iyagi.jp

　

錦
児
童
館
は
、令
和
３
年
度
の

会
員
を
募
集
し
ま
す
。

■

小
学
１
〜
６
年
生

錦
学
童
ク
ラ
ブ
30
人
、錦

青
空
学
童
ク
ラ
ブ
30
人

仕
事
な
ど
の
理
由
で

☎

☎ ☎ ☎ ☎ ☎

ン
サ
ポ
ー
タ
ー
を
対
象
に
、プ
ロ

カ
メ
ラ
マ
ン
に
よ
る
撮
影
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

１
月
16
日（
土
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分（
午
後
１
時
開

場
）

迫
公
民
館

登
米
市
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
サ
ポ
ー
タ
ー

※
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
を
発
信

す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。セ
ミ
ナ
ー
当
日
の

登
録
も
可
能
。詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

ま
ち
づ
く
り
推
進

部
観
光
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

課（
観
光
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
係
）

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
３
３
１

　

市
で
は
、令
和
３
年
度
か
ら
令

和
５
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す

る「
登
米
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・

第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」を

策
定
す
る
た
め
、計
画
案
へ
の
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

福
祉
事
務
所

長
寿
介
護
課（
南
方
庁
舎
１
階
）、

各
総
合
支
所
市
民
課
、市
公
式
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を
記
入
の
上
、１
月
29
日（
金
）ま

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

錦
児

童
館

☎
０
２
２
０（
２
２
）８
８
３
７

　
「
令
和
３
年
度
普
通
課
程
一
般

入
学
二
次
選
考
試
験
」の
受
験
生

を
募
集
し
ま
す
。

門
校

☎
０
２
２
５（
２
２
）１
７
１
９

　

農
業
者
年
金
は
、農
業
者
が
よ

り
豊
か
な
老
後
の
生
活
を
過
ご
せ

る
よ
う
に
、国
民
年
金
に
上
乗
せ

す
る
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

（
保
険
料
納
付
免
除
者
を
除
く
）

で
、年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

す
る
60
歳
未
満
の
人
で
あ
れ
ば
、

農
業
経
営
者
、家
族
従
事
者
な
ど
、

誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

※
農
業
者
年
金
加
入
希
望
者
は
、

保
険
料
と
合
わ
せ
て
、国
民
年
金

の
付
加
保
険
料（
月
額
４
０
０
円
）

の
納
付
が
必
要
で
す

▼
自
身
の
生
活
設
計

に
合
わ
せ
て
、保
険
料
を
自
由（
月

額
２
万
〜
６
万
７
千
円
）に
決
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
▼
支
払
っ
た

保
険
料
は
、全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
▼
認
定

農
業
者
な
ど
の
農
業
の
担
い
手
に

は
、保
険
料
の
国
庫
補
助（
政
策
支

援
）が
あ
り
ま
す農

業
委
員
会
事
務

局（
農
政
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
１
７

高
等
学
校
を
卒
業（
見

込
み
を
含
む
）ま
た
は
同
等
以
上

の
学
力
が
あ
る
人

自
動
車
整
備
科
、金

属
加
工
科
、木
工
科

※
推
薦
選
考
、一
般
一
次
選
考
の

結
果
に
よ
っ
て
募
集
学
科
、人
数

は
変
わ
り
ま
す

※
入
学
願
書
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す

２
２
０
０
円

※
東
日
本
大
震
災
や
令
和
元
年
度

台
風
第
19
号
で
被
災
し
た
人
は
、

減
免
申
請
が
可
能
で
す
。事
前
に

相
談
く
だ
さ
い１

月
５
日（
火
）〜
29

日（
金
）

２
月
16
日（
火
）

石
巻
高
等
技
術
専
門

校

石
巻
高
等
技
術
専

☎ ☎ ☎ ☎

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎

❶
❷

▶
▶ ❶ ❷

▶

昼
間
保
護
者
が
家
に
い
な
い
家
庭

▼
月
〜
金
曜（
下
校
時

〜
午
後
７
時
）▼
土
曜（
午
前
７
時

30
分
〜
午
後
６
時
）▼
長
期
休
業

日（
午
前
７
時
30
分
〜
午
後
７
時
）

有
料

■

１
〜
４
歳（
親
子
で
の
参

加
に
な
り
ま
す
）

１
日
15
組
程
度

月
〜
金
曜（
午
前
９
時

30
分
〜
）／
水
〜
金
曜
は
手
作
り

お
や
つ
を
提
供
／
第
１
、３
週
の

金
曜
日
は
親
子
リ
ズ
ム
、第
２
、４

週
の
金
曜
日
は
赤
ち
ゃ
ん
広
場
を

開
催
し
ま
す

無
料（
お
や
つ
代
＝
月
千

円
程
度
、傷
害
保
険
料
＝
年
間

８
５
０
円
程
度
の
負
担
有
り
）

錦
児
童
館
に
備
え
付

け
の
入
会
申
込
書
に
、必
要
事
項

㊌

㊏、 ㊐

㊍ ㊐

☎
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☎ ☎ ☎ ☎ ☎

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、口
座
振

替
で
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、金

融
機
関
な
ど
に
行
く
手
間
が
省

け
、納
め
忘
れ
も
な
く
な
り
、と
て

も
便
利
で
す
。ま
た
、当
月
分
保
険

料
を
当
月
末
に
振
替
納
付
す
る
こ

と
で
、月
々
50
円
割
引
さ
れ
る「
早

割
制
度
」や
、現
金
納
付
よ
り
も
割

引
額
が
多
い「
６
カ
月
前
納
」、「
１

年
前
納
」や「
２
年
前
納
」も
あ
り
、

大
変
お
得
で
す
。

　

口
座
振
替
を
希
望
す
る
場
合

は
、納
付
書
か
年
金
手
帳
、通
帳
、

金
融
機
関
届
出
印
を
持
参
し
、希

望
の
金
融
機
関
ま
た
は
年
金
事
務

所
へ
申
し
出
く
だ
さ
い
。

▼
古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
年

金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
９

　

年
末
年
始
は
、各
種
犯
罪
や
交

通
事
故
、火
災
の
発
生
が
増
え
ま

す
。よ
り
安
全
安
心
な
町
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、関
係
機
関
や
団

体
と
連
携
し
て
警
戒
を
強
化
し
ま

す
。

　

年
末
年
始
特
別
警
戒
と
併
せ

て
、特
殊
詐
欺
被
害
防
止
や
飲
酒

運
転
根
絶
、交
通
死
亡
事
故
抑
止

活
動
も
実
施
。「
み
ん
な
で
つ
く
ろ

う
安
心
な
登
米
市
」を
合
言
葉
に
、

犯
罪
が
起
こ
り
に
く
い
町
づ
く
り

　

市
民
の
安
全
・
安
心
を
願
い
、令

和
３
年
登
米
市
消
防
団
出
初
式
を

開
催
し
ま
す
。

　

式
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
と
し
て
、式
典
の
み

実
施
し
ま
す
。入
場
は
関
係
者
に

限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１
月
10
日（
日
）午
前
９
時

30
分
〜
10
時
10
分

登
米
祝
祭
劇
場
大
ホ
ー
ル

消
防
本
部
警
防
課

（
消
防
団
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
９
０
１

　

平
成
19
年
か
ら「
鳥
獣
の
保
護

及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化

に
関
す
る
法
律
」い
わ
ゆ
る「
鳥
獣

保
護
管
理
法
」に
よ
り
、ト
ラ
バ
サ

ミ
の
使
用
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。違
反
し
た
場
合
は
、懲
役
も
し

く
は
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

　

人
や
ペ
ッ
ト
、野
生
鳥
獣
な
ど

に
け
が
を
負
わ
せ
な
い
た
め
、危

険
な
ト
ラ
バ
サ
ミ
の
使
用
は
や
め

て
く
だ
さ
い
。

■
　

ト
ラ
バ
サ
ミ
と
は
、動
物
の
身

体
の
一
部
を
挟
む
狩
猟
用
の
わ
な

で
す
が
、野
生
の
動
物
や
人
な
ど

を
無
差
別
に
捕
ま
え
て
大
怪
我
を

負
わ
せ
る
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。

　

鳥
獣
を
捕
獲
す
る
方
法
と
し

て
、網
、わ
な
、銃
に
よ
る
猟
法
が

あ
り
、ト
ラ
バ
サ
ミ
は「
わ
な
」に

該
当
し
ま
す
。誤
っ
て
目
的
と
違

う
動
物
や
人
が
挟
ま
れ
て
し
ま
っ

た
場
合
、そ
の
生
命
ま
た
は
身
体

に
重
大
な
危
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が

あ
る
こ
と
か
ら
、特
別
な
理
由
・

目
的
に
よ
り
許
可
さ
れ
た
場
合
を

除
き
、ト
ラ
バ
サ
ミ
の
使
用
は
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
の
３
点
を
全
て
満
た
し
、野

生
鳥
獣
の
捕
獲
を
目
的
と
し
て
県

や
市
町
村
な
ど
の
許
可
を
得
た
場

合
に
、ト
ラ
バ
サ
ミ
の
使
用
が
認

め
ら
れ
ま
す
。

❶
安
全
の
確
保
お
よ
び
鳥
獣
の
保

護
の
観
点
か
ら
他
の
方
法
で
は
目

的
が
達
成
で
き
な
い
や
む
を
得
な

い
理
由
が
あ
る
❷
人
の
生
命
ま
た

は
身
体
に
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
無

い
❸
の
こ
ぎ
り
状
の
歯
が
な
く
、

開
い
た
状
態
が
内
径
最
大
長
12
㌢

㍍
を
超
え
な
い
も
の
で
あ
り
、衝

撃
緩
衝
危
惧
を
装
着
し
た
構
造

で
、重
大
な
危
害
を
及
ぼ
す
恐
れ

が
な
い
と
認
め
ら
れ
る

産
業
経
済
部
農
林

振
興
課（
農
村
環
境
係
）
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☎ ☎ ☎ ☎

㊏

◉

☎

❶
❷
❸

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
７
６
３

　

県
内
の
事
業
場
で
働
く
全
て
の

労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
宮
城
県
最

低
賃
金
が
、次
の
と
お
り
改
正
さ

れ
ま
し
た
。ま
た
、特
定
の
業
種
の

労
働
者
は
、特
定
最
低
賃
金
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

８
２
５
円

❶
鉄

鋼
業
＝
９
２
５
円
❷
電
子
部
品
・

デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、電
子
機
械

器
具
、情
報
通
信
機
械
器
具
製
造

業
＝
８
６
４
円
❸
自
動
車
小
売
業

＝
８
９
１
円

宮
城
労
働
局
賃
金

室☎
０
２
２（
２
９
９
）８
８
４
１

に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
佐
沼
警
察
署

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
２
１

▼
登
米
警
察
署

▼
０
２
２
０（
５
２
）２
１
２
１

　

12
月
か
ら
３
月
ま
で
米
山
駐
在

所
の
老
朽
化
に
伴
う
建
て
替
え
工

事
を
し
て
い
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
の
米
山
駐
在
所
の

業
務
は
、吉
田
駐
在
所
を
拠
点
と

し
ま
す
。

12
〜
３
月

佐
沼
警
察
署

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
２
１

　

県
東
部
土
木
事
務
所
登
米
地
域

事
務
所
で
は
、支
障
木
伐
採
業
務

に
伴
い
伐
採
し
た
木（
ク
ル
ミ
、

柳
な
ど
の
雑
木
）を
有
効
に
活
用

し
て
も
ら
う
た
め
、無
償
で
提
供

し
ま
す
。

登
米
市
津
山
町
横

山
字
本
町（
津
山
公
民
館
付
近
）、

栗
原
市
若
柳
南
下
大
目
前（
国
道

３
９
８
号
沿
い
）

約
１
０
０
立
方
㍍

２
月
26
日（
金
）

１
月
13
日（
水
）〜
３

月
26
日（
金
）午
前
９
時
〜
午
後
５

時※
詳
細
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い

県
東

部
土
木
事
務
所
登
米
地
域
事
務
所

（
河
川
砂
防
第
一
班
）

下田中53番地8
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１
月
５
日（
火
）、２
月
２

日（
火
）午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30

分

登
米
保
健
所

精
神
保
健
福
祉
士

■

無
料

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す

登
米

保
健
所（
母
子
・
障
害
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
８

　

ご
縁
は
待
っ
て
い
て
も
届
き
ま

理
師
）

■
　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
は
、飲
酒

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
難
し
く
な

り
、本
人
が
心
身
を
病
む
だ
け
で

な
く
、家
族
の
心
も
巻
き
込
ん
で

い
く
病
気
で
す
。

　

飲
酒
の
悩
み
な
ど
を
相
談
す
る

中
で
、自
分
自
身
の
心
を
癒
す
と

と
も
に
、治
療
や
回
復
の
過
程
、飲

酒
に
よ
る
問
題
行
動
へ
の
対
応
を

学
ぶ
た
め
、相
談
員
に
よ
る
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

飲
酒
・
薬
物
・
ギ
ャ
ン
ブ

ル
な
ど
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
人

や
そ
の
家
族

❶
気
に
な
る
こ
と
、自
分

の
気
持
ち
な
ど
の
語
り
合
い
❷
親

子
の
触
れ
合
い
❸
専
門
ス
タ
ッ
フ

の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス市

民

生
活
部
健
康
推
進
課（
地
域
保
健

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

１
月
22
日（
金
）午
後
１
時

〜
４
時
10
分

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

開か
い

発ほ
つ

育い
く

子こ

（
司
法
書
士
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
７

無
料（
要
電
話
予
約
）

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

■
　

登
米
保
健
所
で
は
、ひ
き
こ
も

り
や
思
春
期
に
関
す
る
悩
み
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

２
月
22
日（
月
）午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分

登
米
保
健
所

氏
家
靖や

す

浩ひ
ろ

氏（
仙
台
大

学
／
精
神
保
健
福
祉
士
、公
認
心

市
内
在
住
の
、妊
婦
か
ら

乳
児
期
ま
で
の
子
ど
も
が
い
る
人

※
電
話
で
予
約
が
必
要
で
す

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

（
受
付
時
間
は
午
前
９
時
40
分
〜
）

親
子
手
帳
、筆
記
用
具

☎ ☎ ☎ ☎ ☎

せ
ん
、こ
れ
か
ら
の
縁
づ
く
り
を

お
手
伝
い
し
ま
す

１
月
17
日（
日
）午
前
10
時

〜
10
時
45
分
、午
前
11
時
〜
11
時

45
分
、午
後
１
時
15
分
〜
２
時
、午

後
２
時
15
分
〜
３
時

※
要
予
約（
当
日
で
も
可
）

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー
別

棟（
迫
町
佐
沼
字
西
佐
沼
70
）

無
料

結
婚
に
関
す
る
こ
と
で
悩

ん
で
い
る
人（
本
人
、家
族
な
ど
）

※
結
婚
相
談
会
は
、結
婚
相
手
を

紹
介
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

※
個
人
情
報
は
守
ら
れ
ま
す
の
で

安
心
し
て
参
加
く
だ
さ
い

☎

❶

❷

㊍

㊍

㊋
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（令和２年11月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,556 9,661 10,195 19,856 （▲1）

登米 1,774 2,242 2,417 4,659 （▲13）

東和 2,309 2,965 3,047 6,012 （▲6）

中田 5,228 7,600 7,892 15,492 （7）

豊里 2,125 3,150 3,202 6,352 （▲11）

米山 2,841 4,382 4,467 8,849 （▲14）

石越 1,558 2,317 2,331 4,648 （▲6）

南方 2,735 4,122 4,284 8,406 （▲10）

津山 1,137 1,510 1,634 3,144 （▲3）

合計 27,263 37,949 39,469 77,418 （▲57）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています。

　冬道の走行時は、積雪、凍結等による滑走事故の多発が懸
念されます。「冬道の安全運転１・２・３運動」を実践し交通
事故防止に努めましょう。
❶１割のスピードダウン❷２倍の車間距離❸３分早めの出
発

（令和２年11月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
Ｒ２ Ｒ１ 増減数

人身事故
発生件数 108件 136件 ▲28件

死者数 3人 3人 0人

負傷者数 134人 167人 ▲33人

物損事故
発生件数 1,088件 1,234件 ▲146件

※Ｒ２年１月からの延べ件数（前年同時期と比較）

市内放射線の測定結果

測定地点 測定結果 天気
消防署 0.05 曇り
消防署北出張所（石越） 0.04 曇り
消防署東出張所（東和） 0.04 曇り
消防署津山出張所 0.04 曇り
消防署南出張所（豊里） 0.04 曇り
消防署西出張所（南方） 0.04 曇り

☎ ☎ ☎ ☎

ハローワークはさまで発行している求人情報を掲載
掲載日は祝日を除く毎週火曜日の午後３時です

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

で
す
。秘
密
は
守
り
ま
す
。

そ
・
え
ー
る
登
米

☎
０
２
２
０（
２
３
）８
６
１
０

０
２
２
０（
２
３
）８
６
６
５

ハ
ピ
ふ
る
ネ
ッ
ト

（
担
当
＝
伊
藤
、千
葉
）

☎
０
７
０（
５
４
７
４
）４
６
８
３

　

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
に

伴
い
、悪
質
な
訪
問
販
売
や
勧
誘

行
為
、契
約
や
取
引
に
関
す
る
ト

ラ
ブ
ル
・
多
重
債
務
な
ど
、消
費

生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
増
え
て
い
ま
す
。

　

登
米
市
消
費
生
活
相
談
窓
口
で

は
そ
う
し
た
被
害
や
不
安
、苦
情

の
相
談
を
専
門
の
相
談
員
が
受
け

付
け
、問
題
解
決
の
た
め
の
助
言

や
あ
っ
せ
ん
な
ど
、解
決
や
未
然

防
止
に
向
け
て
の
手
助
け
を
し
て

い
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
守
り

ま
す

午
前
８
時
30
分
〜
午

後
４
時
30
分（
土
日
、祝
日
、年
末

年
始
を
除
く
）

登
米
市
消

費
生
活
相
談
窓
口（
市
民
生
活
課

内
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
７

　

Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス
）や
離
婚
、虐
待
、セ

ク
ハ
ラ
、家
族
の
悩
み
ご
と
な
ど
、

人
間
関
係
で
悩
む
女
性
の
た
め
の

面
接
相
談
を
開
催
し
ま
す
。一
人

で
悩
ま
な
い
で
、気
軽
に
相
談
く

だ
さ
い
。

※
相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
守
り

ま
す
。

１
月
20
日（
水
）午
前
10
時

30
分
〜
午
後
４
時

登
米
保
健
所

開
催
前
日
ま
で
に
、

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
託
児
希
望
者
は
６
日
前
ま
で
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い

県
東

部
保
健
福
祉
事
務
所
登
米
地
域
事

務
所（
母
子
・
障
害
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
８

　

生
活
や
仕
事
の
悩
み
、心
配
事

な
ど
を
専
門
知
識
を
持
つ
支
援
員

に
相
談
で
き
ま
す
。相
談
は
無
料

１
月
26
日（
火
）❶
午
前

９
時
30
分
〜
❷
午
前
11
時
〜
❸

午
後
１
時
30
分
〜
❹
午
後
３
時

〜

県
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

登
米
地
域
事
務
所

※
職
業
の
あ
っ
せ
ん
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す

▼
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー「
ゆ
い
」

☎
０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
１

０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
２

▼
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課（
障

が
い
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

０
２
２
０（
５
８
）２
３
７
５

㊋

㊋

㊋

㊋
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FUJINO Naoyuki

「い
つ
か
は
大
会
賞
を
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、本
当
に
と
れ
る
日
が
く
る

と
は
。『
継
続
は
力
な
り
』で
す
ね
」と
ほ
ほ

笑
む
藤
野
さ
ん
。

　

第
59
回
全
国
俳
句
大
会（
俳
人
協
会
主

催
）で
１
万
２
５
２
０
句
の
応
募
の
中
か

ら
最
高
賞
と
な
る
大
会
賞
に
選
ば
れ
た
。

大
会
を
主
催
す
る
俳
人
協
会
は
、国
内
に

３
つ
あ
る
大
き
な
俳
句
協
会
の
一
つ
。俳

句
の
大
会
で
賞
を
も
ら
う
と
い
う
こ
と

は
、必
ず
し
も
自
分
が
い
い
と
思
っ
た
作

品
が
選
ば
れ
る
も
の
で
は
な
い
。俳
句
の

先
輩
か
ら
の「
賞
を
狙
う
な
ら
、た
く
さ
ん

投
句
し
な
さ
い
」と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
、同
大
会
に
は
十
数
年
前
か
ら
20
句

程
度
投
句
し
て
き
た
。過
去
に
は
、第
53
、

54
、57
回
大
会
で
大
会
賞
に
次
ぐ
秀
逸
賞

を
受
賞
し
て
お
り
、４
度
目
の
受
賞
で
念

願
の
大
会
賞
に
輝
い
た
。

　

受
賞
作
に
あ
る「
ぼ
ろ
市
」と
は
、東
京

都
世
田
谷
区
の
ボ
ロ
市
通
り
で
12
月
と
１

月
に
開
か
れ
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
。活

気
あ
ふ
れ
る
ぼ
ろ
市
の
情
景
を
詠
ん
だ
。

俳
句
を
始
め
た
の
は
、20
年
ほ
ど
前
。

大
学
時
代
の
友
人
た
ち
と「
我
々
も

そ
ろ
そ
ろ
定
年
。記
念
に
旅
行
を
し
よ
う

じ
ゃ
な
い
か
」と
話
が
決
ま
り
、男
15
人
で

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
を
し
た
と
き
の
こ
と
。

ホ
テ
ル
で
相
部
屋
に
な
っ
た
２
人
が
何
や

ら
ご
そ
ご
そ
と
や
っ
て
い
る
。何
を
し
て

い
る
の
か
尋
ね
る
と「
俳
句
を
作
っ
て
い

る
」と
い
う
。「
じ
ゃ
あ
、お
れ
も
作
っ
て
み

る
か
」と
冗
談
交
じ
り
で
話
し
た
こ
と
が

俳
句
と
の
出
会
い
。旅
行
か
ら
帰
る
と
す

ぐ
に
と
あ
る
新
聞
社
が
募
集
す
る
俳
句
欄

に
独
学
の
俳
句
を
応
募
し
た
。３
カ
月
後
、

新
聞
に
入
選
の
文
字
。う
れ
し
く
な
っ
て
、

友
人
に
話
す
と「
こ
れ
は
俳
句
と
は
言
え

な
い
よ
」と
厳
し
い
言
葉
を
投
げ
ら
れ
た
。

　

俳
句
と
は
、五
・
七
・
五
の
十
七
音
か
ら

成
る
定
型
詩
。季
節
を
表
す
言
葉「
季
語
」

を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ル
ー

ル
が
あ
る
。確
か
に
そ
の
ル
ー
ル
は
頭
に

な
か
っ
た
。そ
れ
で
も
、季
語
が
な
い
句
に

季
節
を
感
じ
、選
ん
で
く
れ
た
人
が
い
た

こ
と
に
俳
句
へ
の
さ
ら
な
る
興
味
が
湧
い

た
。友
人
か
ら
自
ら
が
通
う
埼
玉
県
大
宮

市
に
あ
る
俳
句
の
結
社
で
学
ぶ
こ
と
を
勧

め
ら
れ
、本
格
的
な
俳
句
人
生
の
幕
が
開

い
た
。

月
一
回
大
宮
に
通
う
こ
と
３
年
。俳

句
の
受
賞
は
最
初
の
あ
れ
っ
き
り

に
な
っ
て
い
た
。上
達
す
る
た
め
に
読
ん

だ
本
に
、俳
句
を
教
え
る
立
場
に
あ
り
な

が
ら
ス
ラ
ン
プ
に
陥
り
、１
日
10
句
作
る

こ
と
を
自
ら
に
課
し
、１
年
で
ス
ラ
ン
プ

を
脱
出
し
た
と
い
う
俳
人
の
話
が
あ
っ

た
。「
こ
れ
だ
」―
。そ
れ
か
ら
は
毎
日
10
句

以
上
の
作
句
が
日
課
に
な
っ
た
。居
間
に

ノ
ー
ト
を
置
き
、昼
夜
問
わ
ず
思
い
つ
い

た
ら
書
き
つ
づ
る
。俳
句
が
生
活
に
溶
け

込
ん
だ
生
活
を
十
数
年
続
け
、気
付
け
ば

ノ
ー
ト
は
１
１
２
冊
を
数
え
て
い
た
。

　
「
猫
を
見
て
も
、太
陽
を
見
て
も
、雲
を

見
て
も
、み
ん
な
俳
句
の
題
材
。自
然
と
言

葉
が
浮
か
ぶ
」と
語
る
藤
野
さ
ん
に
、作

句
の
苦
労
は
な
い
。「
喜
怒
哀
楽
な
ど
の

感
情
を
込
め
る
と
い
う
よ
り
、日
常
を
句

に
つ
づ
る
。自
分
が
感
じ
た
こ
と
に
想
像

力
を
プ
ラ
ス
す
る
こ
と
が
大
切
」と
続
け

る
。作
っ
た
句
は
、一
度
寝
か
せ
て
後
日
、

推す
い

敲こ
う

。「
自
分
勝
手
に
考
え
て
、直
し
て
い

く
ん
で
す
。答
え
が
あ
る
も
の
で
は
な
い

か
ら
、本
当
に
自
由
に
ね
」と
楽
し
気
に
話

す
。気
に
入
っ
た
作
品
に
は
赤
丸
を
つ
け
、

大
会
に
は
そ
の
中
か
ら
厳
選
し
た
も
の
を

応
募
し
て
い
る
。

自
分
が
見
て
感
じ
た
こ
と
を
句
に
す

る
の
が
藤
野
さ
ん
の
モ
ッ
ト
ー
。想

像
の
み
で
詠
む
句
は
、あ
り
き
た
り
な
作

品
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
だ
。今
ま
で
誰

の
俳
句
と
も
か
ぶ
っ
た
こ
と
が
な
い
の
が

自
慢
で
、独
創
的
な
世
界
観
を
十
七
音
で

表
す
。「
俳
句
は
詠
み
手
に
よ
っ
て
言
語
化

し
た
情
景
を
、読
み
手
が
想
像
し
て
味
わ

う
も
の
。読
み
手
か
ら
、自
分
が
思
っ
て
も

い
な
い
解
釈
を
聞
け
る
こ
と
も
楽
し
み
の

一
つ
。私
の
句
を
読
ん
で
、面
白
い
と
感
じ

て
も
ら
え
れ
ば
最
高
」と
頬
を
緩
め
る
。藤

野
さ
ん
は
、「
人
が
ご
飯
を
食
べ
て
元
気
に

な
る
よ
う
に
、句
を
詠
む
と
元
気
に
な
る
」

と
今
日
も
ペ
ン
を
執
る
。



編

集

後

記

▼
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
の
藤
野
さ
ん

を
取
材
。俳
句
を
作
り
続
け
て

約
20
年
、つ
い
に
全
国
の
頂
点

に
。何
を
見
て
も
句
の
題
材
に

な
り
、言
葉
が
あ
ふ
れ
て
く
る

と
い
う
話
を
聞
き
、藤
野
さ
ん

の
才
能
は
広
報
担
当
と
し
て
う

ら
や
ま
し
い
限
り
で
し
た
。ま

た
、作
り
っ
ぱ
な
し
に
せ
ず
、推す

い

敲こ
う

を
重
ね
る
こ
と
の
大
切
さ
も

学
び
ま
し
た
。（
小
野
寺
）

▼
百
歳
を
迎
え
た
長
寿
の
お
祝

い
会
を
取
材
。立
ち
上
が
っ
て

賞
状
を
受
け
取
っ
た
り
、自
分

で
お
菓
子
を
食
べ
た
り
す
る

な
ど
、自
宅
で
元
気
に
過
ご
す

姿
が
印
象
的
で
し
た
。そ
ん
な

健
康
な
姿
を
目
指
し
な
が
ら
、

２
０
２
１
年
は
、例
年
以
上
に

家
族
の
健
康
を
祈
り
た
い
と
思

い
ま
す
。（
三
浦
）

▼
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
成
長

を
願
い
、優
し
く
寄
り
添
う
活

動
を
し
て
い
る「
ビ
ッ
ク
ネ
ッ

ト
」の
皆
さ
ん
に
お
会
い
し
ま

し
た
。子
ど
も
は
地
域
の
宝
。そ

の
宝
を
見
守
る
取
り
組
み
に
、

冬
の
寒
さ
の
中
、と
て
も
心
温

ま
る
思
い
が
し
ま
し
た
。新
年

も
、温
か
な
話
題
を
皆
さ
ん
に

お
届
け
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。（
佐
々
木
）

（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
https://mail.cous.jp/tomecity/

　子どもの居場所ビックネットは2018年、地域
の宝である子どもの育成をサポートしようと、迫
町の大網東、西、南行政区の志を同じくするメン
バーが集まり発足。地元事業者の支援を得ながら、
毎週月、水、金曜の午後3時30分から5時30分ま
でコンテナおおあみ１階で、メンバーが見守り、子
どもが安心して過ごせる場を提供している。
　「子育てという意識ではなく、子どもたち自身が
お互いの関係の中で育っていき、そこに大人が寄
り添っている。そういう場を提供したい」と話すの
は代表の三浦さん。「私が子どもだった頃と比べ、
今は地域みんなで子どもを育てるという文化は薄
れています。家庭環境も多様化。スマホやインター
ネットなど情報化の中で、自分の意見を言えるコ

ミュニケーション力を高め、感性豊かになってほ
しい」と願いを込めた子どもの居場所ビックネッ
トは、いつ来ても何時に帰っても子どもの自由。そ
れぞれが思い思いの過ごし方をしている中で、お
のずと上級生が下級生の面倒を見て、帰る時の片
付づけやあいさつを教えている。個人主義が当た
り前という時代の中、かつての地域の姿がここに
はある。メンバーの戸田さんは「子どもたちが来て
くれてこその活動。友達と一緒に過ごすことでよ
り心を豊かにし、明日に向かう強い気持ちを抱い
てほしい」と子どもたちを優しく見つめる。
　理想は、子どもたちが緊急時に相談できる大人
でいること―。ビックネットは地域の子どもたち
に今日も寄り添っている。

主体は子ども、何をして過ご
すのか自分で考えてます。
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